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令
和
８
年 

知
事
と
の
新
春
懇
談
会
に
出
席

令
和
８
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催

〜
各
界
代
表
者
が
集
い
、
新
春
を
寿
ぐ
〜

今月のトピックス
2
Ｐ　
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業 

だ
液
に
よ
る
「
が
ん
リ
ス
ク

検
査
」
の
ご
案
内

3
Ｐ　
・
青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け
「
確
定
申
告
相
談
会
」

の
ご
案
内

         

・
補
助
金
情
報

チ
ラ
シ
・
新
人
・
若
手
社
員 

定
着
・
戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー

         

・
令
和
８
年
度 

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
８
年
知
事
と
の
新
春

懇
談
会
が
１
月
９
日
、
宇
都

宮
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

荒
金
会
頭
を
は
じ
め
当
所
執

行
部
が
参
加
し
た
。
当
日
は
、

福
田
知
事
を
は
じ
め
、
県
産

業
労
働
観
光
部
の
山
形
次
長
、

経
営
支
援
課
の
梁
木
課
長
を

来
賓
に
迎
え
、
県
内
商
工
会

議
所
の
正
副
会
頭
等
62
名
が

参
加
し
た
。

　

懇
談
会
は
は
じ
め
に
、
栃

木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の

喜
谷
会
長
よ
り
、「
県
内
商
工

会
議
所
に
寄
せ
ら
れ
る
経
営

者
の
声
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
国
や
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
に
届
け
て
ま

い
り
た
い
の
で
、
引
き
続
き

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
福
田
県
知
事
か

ら
は
、
20
代
前
半
の
女
性
が

首
都
圏
に
流
出
し
て
い
る
課

題
に
触
れ
ら
れ
、「
失
敗
を
恐

れ
ず
挑
戦
す
る
姿
勢
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、

今
後
の
経
済
発
展
に
つ
な
が

る
。
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
祝
宴
に
入
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

談
が
行
わ
れ
、
参
加
者
相
互

の
親
交
が
深
め
ら
れ
た
。

　

最
後
の
閉
会
で
は
、
荒
金

会
頭
（
県
連
副
会
長
）
よ
り
、

「
県
内
商
工
会
議
所
が
一
体
と

な
り
、
よ
り
良
い
栃
木
の
未

来
を
築
い
て
ま
い
ろ
う
」
と
、

締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

１
月
６
日
、
栃
木
市
・
栃

木
市
議
会
・
当
会
議
所
な
ど

11
団
体
主
催
に
よ
る
令
和
８

年
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催

さ
れ
、
国
会
議
員
・
県
議
会

議
員
等
の
来
賓
を
は
じ
め
、

地
域
を
牽
引
す
る
代
表
者
約

三
百
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
荒
金
会

頭
は
、「
本
年
は
、
十
干
十
二

支
で
〝
丙
午
〞
の
年
に
あ
た

り
、
物
事
が
大
き
く
動
き
挑

戦
が
実
を
結
ぶ
年
、
本
市
経

済
の
さ
ら
な
る
活
力
あ
る
発

展
を
目
指
し
、
皆
様
と
共
に

明
る
く
前
向
き
な
一
年
に
し

て
ま
い
り
た
い
。」
と
開
式
の

こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
主
催
者
11
団
体

を
代
表
し
、
大
川
栃
木
市
長

が
、「
昨
年
は
、
新
生
栃
木
市

誕
生
か
ら
15
年
の
節
目
の
年

荒金会頭　開式のことば

大川市長　主催者代表挨拶

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
合

併
効
果
を
活
か
し
、
河
川
の

上
流
か
ら
下
流
ま
で
が
一
体

と
な
っ
た
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

本
年
は
、
栃
木
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

開
発
に
向
け
、
財
源
の
確
保

や
雇
用
創
出
を
図
り
、
全
力

で
駆
け
抜
け
て
ま
い
り
た

い
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
歓
談
に
入
り
、

栃
木
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と

出
席
者
各
位
の
活
躍
を
願
い

な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
新
年
の
賀
詞
が
交
わ

さ
れ
た
。
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だ
液
に
よ
る「
が
ん
リ
ス
ク
検
査
」の
ご
案
内

会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

食
品
部
会
で
は
、
１
月
14
日
、
地
元
企
業
視
察
研
修
と
し
て
「
サ

ン
ト
リ
ー
㈱
栃
木 

梓
の
森
工
場
」
見
学
会
を
開
催
し
、
部
会
員
ら

16
名
が
参
加
し
た
。

　

同
工
場
は
、
約
61
万
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
約
15
個
分
）
の
広
大
な
敷

地
を
有
し
、
緑
化
率
は
80
％
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
同

社
が
全
国
各
地
で
製
造
す
る
酒
類
を
ボ
ト
リ
ン
グ
す
る
主
要
拠
点
で

あ
り
、
誰
も
が
知
る
銘
柄
の
製
品
が
こ
こ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、「
品
質
管
理
」
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
と
、
企
業
理
念

で
あ
る
「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
の
精
神
を
基
盤
と
し
た
も
の
づ
く
り

へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、
24
時

間
体
制
で
稼
働
す
る
製
造
工
程
な
ど
を
実
際
に
見
学
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
品
質
保
持
体
制
や

人
材
育
成
制
度
な
ど
、
細
部
に
わ
た
る

説
明
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

見
学
後
に
は
部
会
交
流
会
を
開
催
し
、

同
業
種
な
ら
で
は
の
現
状
や
課
題
、
市

内
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
変
有
意

義
な
事
業
と
な
っ
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

特
別
基
金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

サ
ン
ト
リ
ー
㈱
栃
木 

梓
の
森
工
場
見
学
・
部
会
交
流
会
を
開
催

食
品
部
会
視
察
研
修

　

こ
の
度
、
当
所
の
特
別
基
金
に
、
温
か
い
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
は
、
有
限
会
社
藤
沼
管
工
業
所
（
大
山
憲
一
代
表
取

締
役
：
写
真
上
）
様
よ
り
四
十
五
万
円
、
ま
た
、
12
月
１
日
に
は
、

有
限
会
社
佳
伸
（
中
島
正
貴
代
表
取
締
役
：
写
真
下
）
様
よ
り
百
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
で

は
、
市
内
の
雇
用
創
出
を
目
的
に
、
市
内

企
業
情
報
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
閲
覧
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
栃
木
市

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
デ
ジ
タ
ル
版
）」

を
公
開
し
、
掲
載
企
業
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
職
場
内
や
商
品

の
写
真
、
採
用
後
の
人
材
育
成
等
の
内
容

を
掲
載
し
、
求
人
票
で
は
伝
わ
ら
な
い
職

場
の
雰
囲
気
や
魅
力
を
視
覚
的
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
ま
す
。
ま
た
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
発
信
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ご
家
族
や
学
校
で
の
進
路

相
談
時
に
閲
覧
・
活
用
さ
れ
る
の
が
強
み

で
す
。

■
掲
載
対
象
企
業

　

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

　

構
成
団
体
の
会
員

　
（
栃
木
商
工
会
議
所
･
大
平
町
商
工
会
･

　

藤
岡
町
商
工
会
･
都
賀
町
商
工
会
･　

　

西
方
商
工
会
･
岩
舟
町
商
工
会
の
会
員
）

■
掲
載
費
用
（
税
込
）

　

初
年
度
１
万
６
千
５
百
円

（
２
年
目
以
降
更
新
料
１
万
千
円
）

　
■
お
申
込
み

　

下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

当
所
で
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
だ
液
に
よ
る
が
ん
リ
ス
ク
検
査

SalivaChecker®

」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

SalivaChecker®

（
サ
リ
バ
チ
ェ
ッ
カ
ー
）

と
は
、
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研

究
所
の
研
究
成
果
を
も
と
に
開
発
し
た
、

が
ん
の
早
期
発
見
が
期
待
で
き
る
新
し
い

検
査
で
す
。
だ
液
中
の
代
謝
物
を
、
超
高

感
度
質
量
分
析
装
置
を
用
い
て
測
定
、
解

析
す
る
こ
と
で
、
現
在
が
ん
に
罹
患
し
て

い
る
可
能
性
を
手
軽
に
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

企
業
の
健
康
経
営
の
一
環
と
し
て
、
代

表
者
様
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
や
ご
家
族

の
健
康
管
理
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

会
員
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
一
般
価
格
よ

り
１
万
円
以
上
安
い
特
別
価
格
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

会
員
価
格　

１
万
４
千
９
百
円
（
税
込
）

　

う
ず
ま
共
済
ご
加
入
者　

　
　
　
　
　
　

１
万
２
千
９
百
円
（
税
込
）

参
考
：
通
常
価
格 

２
万
６
千
４
百
円
（
税
込
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
ま
た
は
Ｑ

Ｒ
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tochigi-cci.or.jp/

general.php?cm
s_id=308

栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

掲
載
企
業
募
集
の
ご
案
内
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中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
人
手
不
足
解

消
に
効
果
の
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
の

製
品
を
導
入
す
る
際
、
国
が
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。
簡
易
で
即
効
性
の
あ

る
省
力
化
投
資
を
促
進
し
、
売
上
拡
大
や
生

産
性
向
上
を
図
り
賃
上
げ
に
繋
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
補
助
金
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

生
産
・
業
務
プ
ロ
セ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

　

方
法
の
省
力
化
を
行
う
事
業
者　

■
補
助
上
限
額
、
補
助
率

　
【
従
業
員
５
人
以
下
】 

　
７
百
５
十
万
円（
１
千
万
円
）・１
／
２（
２
／
３
） 

　
【
従
業
員
６
〜
20
人
】 

　
１
千
５
百
万
円（
２
千
万
円
）・１
／
２（
２
／
３
）

　

◎
賃
上
げ
特
例
に
よ
る
申
請
枠
上
乗
せ
あ
り

■
申
請
受
付

　
【
一
般
型
】

　

  

２
月
上
旬
か
ら
２
月
下
旬
予
定

　
【
カ
タ
ロ
グ
型
】

　

  

随
時
受
付
に
な
り
ま
す

■
本
補
助
金
の
詳
細
や
対
象
製
品
の
リ
ス
ト

（
カ
タ
ロ
グ
）、
公
募
要
領
な
ど
は
左
記
Ｑ
Ｒ

の
通
り

　

当
所
で
は
、
経
営
課
題
の
解
決

の
た
め
に
専
門
家
に
よ
る
相
談
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

２
月
17
日
㈫

　
　
　
　
　

３
月
５
日
㈭

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

３
月
12
日
㈭

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　

佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

３
月
13
日
㈮

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県
産
業

　
　
　
　
　

振
興
セ
ン
タ
ー

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

３
月
24
日
㈫

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

※
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に
ご

　

予
約
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　

 

℡
23
-３
１
３
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企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

補
助
金
情
報

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

　

個
人
の
青
色
申
告
事
業
者
を
対
象
に
、
税
理
士
会
の
ご
協
力
の
も
と
、

確
定
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
担
当
税
理
士
（
敬
称
略
）

　
２
月
24
日（
火
）福
島
一
男
・
小
林
由
忠
・
板
倉 

聡

　
２
月
25
日（
水
）松
嶋
央
行
・
板
倉
克
已
・
田
上
真
喜
子

　
２
月
26
日（
木
）大
野
健
次
・
会
田
哲
治

■
時
間　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
会
場　

当
所
４
階 

大
会
議
室

※
１
階
ホ
ー
ル
は
、
栃
木
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

当
所
で
は
、
新
入
社
員
・
若
手
社
員
の
方
々
を
対
象
に
、「
働
き
甲
斐
」

を
見
出
し
、
社
会
人
と
し
て
働
く
た
め
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時　

４
月
21
日
（
火
）　

13
時
〜
16
時
30
分

■
場　

所　

当
所
１
階
ホ
ー
ル

■
対　

象　

新
入
社
員
・
若
手
社
員

■
定　

員　

30
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

会
員
：
無
料　

非
会
員
：
３
千
円

■
申　

込　

下
記
Ｑ
Ｒ
又
は
、
折
込
チ
ラ
シ
よ
り

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け

　
　
「
確
定
申
告
相
談
会
」の
ご
案
内

新
入
社
員・若
手
社
員

定
着・戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

専
門
家
相
談
会

個人事業者の消費税および地方消費税
3月31日(火)までに申告・納税

所得税および復興特別所得税・贈与税
3月16日(月)までに申告・納税



令和８年２月10日発行 （4）

21－2591

21－2371使用期間 令和 8年 8月 1日～ 10月 31日

概　　要

栃木市重点支援地方交付金活用事業のお知らせ
　栃木市では、国の重点支援地方交付金を活用して、予算総額 14 億円規模の物価高騰対策事業を実施します。
事業者の皆様に関する主な支援事業は次のとおり予定しています。

食料品等の物価高騰による生活者支援として、
市民一人当たり 6,000 円の商品券を配布します。物価高騰対応生活者

支援商品券配布事業

事業名称

1

2 カーボンニュートラル推進課家電 ( エアコン、高効率給湯機 ) の
省エネ家電への買換え促進による生活者支援

省エネ家電
買換え促進事業

商工振興課

担当課

●
㈱
大
高
商
事　

県
南
事
業
所

　
（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
）

　

代
表
取
締
役 

伊
原 
修

　

日
ノ
出
町
10
‐
15

　

℡
25
‐
１
８
４
１

●（
福
）
わ
ら
し
べ
の
里

　
（
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
）

　

理
事
長 

大
橋 

誠

　

大
宮
町
２
７
０
８
‐
３

　

℡
27
‐
１
６
２
７

●（一財
）日
本
健
康
管
理
協
会

　

と
ち
ぎ
健
診
プ
ラ
ザ

　
（
健
康
診
断
業
務
）

　

理
事
長 

入
澤 

憲
二

　

小
山
市
向
原
７
７
‐
３

　
℡
０
２
８
５
‐
31
‐
５
５
５
５

●
㈱
ア
ウ
フ
ェ
ン
ス

　
（
外
壁
工
事
）

　

代
表
取
締
役 

鈴
木 

健
太
郎 

　

小
山
市
中
久
喜
１
７
２
８

　
℡
０
２
８
５
‐
38
‐
７
７
９
８

●
㈱
リ
ヤ
ン

　
（
製
造
）

　

代
表
取
締
役 

鈴
木 

裕
司

　

平
柳
町
３
‐
39
‐
1
5
‐
１

　

℡
27
‐
８
４
２
２

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
で
は
、
栃
木
市
と
共
催
で
、
小

平
浪
平
翁
生
誕
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

注
目
は
、
日
立
製
作
所
の
業
績
を
Ｖ
字
回
復
に
導
い

た
立
役
者
で
「
ラ
ス
ト
マ
ン
」
と
し
て
知
ら
れ
る
川
村

隆
名
誉
会
長
に
よ
る
特
別
講
演
で
す
。
郷
土
の
偉
人
・

小
平
翁
の
創
業
精
神
と
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
経
営
決

断
を
学
べ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ま
た
、
と
ち
ぎ
テ
レ

ビ
開
局
20
周
年
記
念
特
別
制
作
番
組
「
日
立
を
つ
く
っ

た
男 

小
平
浪
平
」
の
上
映
も
行
い
ま
す
。 

　

組
織
運
営
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

２
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

■
場　

所　
栃
木
市
大
平
文
化
会
館

■
参
加
費　

無
料

●
あ
か
ば
ね
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

　
（
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
）

　

代
表 

赤
羽
根　

大
祐

　

川
原
田
町
１
２
５
４
‐
３

　
℡
090
‐
２
４
６
２
‐
４
８
６
７

●
㈱
ス
タ
ー
・
ワ
ン

　
（
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
）

　

代
表
取
締
役 
小
曽
戸 

宏
至

　

千
塚
町
２
３
４
‐
３

　

℡
51
‐
９
３
１
５

●
ク
ロ
ス
タ
ラ
イ
ズ

　
（
広
告
代
理
店
、W
E
B
制
作
、

　

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

代
表 

青
柳 

信
吾

　

柳
橋
町
６
‐
1
4
‐
1
2

　

℡
090‐８
８
５
０
‐
７
６
５
３

●
㈲
共
栄
建
設

　
（
土
木
工
事
、
舗
装
工
事
、

　

と
び
土
工
工
事
）

　

代
表
取
締
役 

豊
沢 

彰
弘

　

片
柳
町
４
‐
10
‐
12

　

℡
25
‐
５
４
３
９

●
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

　
前
橋
統
括
セ
ン
タ
ー 

足
利
駅

　
（
旅
客
鉄
道
事
業
）

　

駅
長　

岡
崎　

真
弓 

　

足
利
市
伊
勢
町
１
‐
１
１
８

　
℡
０
２
８
４
‐
43
‐
０
３
４
１

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
事
務
局　

℡
23
-３
１
３
１

新 

入 

会 

員 

紹 

介
【
敬
称
略
】

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で
は
、「
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ

蔵
の
街
新
春
大
当
り
福
引
」
を
、
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
開

催
中
で
す
。

　

本
事
業
は
、
同
連
合
会
の
加
盟
店
舗
を
積
極
的
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
商
店
街
の
価
値
向
上
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
方
法
は
、
対
象
店
舗
で
千
円
以
上
の
お
買
物
の
上
、

応
募
券
又
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
福
引
に
応
募
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
栃
木
シ
テ
ィ
の
Ｊ
２
昇
格
を
記
念
し
、
抽
選
で

試
合
使
用
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
の
他
、
総
勢
60
名
の
方
に
同
連
合

会
共
通
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、下
記
Ｑ
Ｒ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

 

℡
23
-３
１
３
１

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ
蔵
の
街

新
春
大
当
り
福
引 

開
催
中
！

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
立
再
生
の「
ラ
ス
ト
マ
ン
」川
村
隆
名
誉
会
長
が
登
壇

経
営
の
Ｖ
字
回
復
と
創
業
の
精
神
を
学
ぶ
記
念
事
業
の
ご
案
内
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旧大平町

A3
A－B

確定申告会場のご案内

会　　場 栃木商工会議所大ホール

栃木市片柳町２丁目１番 46号

相談受付：午前８時 30分から午後４時まで
相談開始：午前９時から
※ 確定申告会場への入場には、入場整理券が必要です。
　 入場整理券は、原則、国税庁 LINE 公式アカウントでの事前予約となります。
　 当日の入場整理券の配付状況により、午後４時前に相談受付を終了する場合があります。

栃木税務署
TEL：0282－22－0885（自動音声が流れますので、「０番」を選択してください。）
※ 会場施設への直接のお問合せはご遠慮ください。

・ 会場の駐車場には限りがございますので、公共交通機関をご利用ください。
・ 納税は、振替納税やダイレクト納付などのキャッシュレス納付をご利用ください。
  （当会場では、現金等での納税は取り扱っておりません。）
・ 申告書等の控えに収受日付印の押なつを行っておりません（「申告書提出箱」のみ設置）。

所 在 地

案 内 図

受付時間

問合せ先

留意事項

確定申告会場の開設期間は、
令和８年２月16日（月）から３月16日（月）までです。
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女性経営者会NEWS
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NO.458 令和８年２月10日発行 編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

　1月27日、FMくらら857「いつも元気に会議所ラジオ」に、堀会長と渡邊
理事が出演した。 
　特別ゲストに、2月8日に開催する「第2回とちぎ太鼓まつり」に出演予定
の「鼓童」名誉団員の小島千絵子氏を迎え、「太鼓まつり」の見どころや魅
力についてトークを展開。併せて、「栃木市をもっと元気にしたい」という
主催者の熱い想いを余すところなく伝えるなど、電波を通じて当会の地域活
性化の取り組みを広く発信する機会となった。

FMくらら857 「いつも元気に会議所ラジオ」出演 ！

参加者による集合写真

松島会長挨拶

市川次年度会長予定者挨拶

　１月19日、荒金会頭をはじめ多くのご来賓を
お招きし、総勢41名参加のもと、「令和７年度 
臨時総会並びに新春懇談会」を開催した。
　臨時総会では、はじめに、松島会長より「40
周年という節目を迎える中で、ラジオ等による
当会のＰＲや蔵の街サマーフェスタ、栃木シティ
との交流会、政策提言、商品開発など積極的な
活動に感謝申し上げる。」と挨拶がされた。
　続いて議事に入り、令和８年度役員選任につ
いて審議され、市川敬太現副会長を会長とする
役員予定者29名の選任案と年会費の改正に関す
る規則の一部改正について審議され、それぞれが承認された。
　これを受け、令和８年度に向けた準備が始まり、事業計画や収支予算・委員会
組織等について協議していくこととなる。その後、市川会長予定者より、「交流
や研鑽で得た学びと仲間とのつながりを力に、新たな挑戦と価値創出を進め、会
員の成長と企業発展、地域に必要とされる栃木YEGの実現を目指してまいりたい」
と挨拶がされた。
　最後に、荒金会頭より「目標は大きく掲げ、皆様の若き力と一層の積極的な活
動により、栃木市を素晴らしい街にしましょう。」と期待を込めた祝辞をいただ
いた。
　臨時総会終了後には、新春懇談会が開催され、新春を祝すとともに懇親を深め
る機会となった。
　青年経営者会は、本年も会員が一致団結し、商工会議所活動を通して栃木市発
展の礎となるよう邁進してまいりますので、引き続き皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。

総務委員長　赤塚　弘享

　1月21日、第5回理事会を開催し、2月8日に開催する「第2回とちぎ太鼓まつり」について協議した。当日の来場
者にお楽しみいただけるよう、運営面を中心に細部にわたり最終確認を行った。 
　また、今後の当会の活動方針や令和8年度の事業計画についても協議し、事業の充実や活動のさらなる発展を目
指すため、活発な意見が交わされた。

令和７年度 第５回理事会開催

「令和７年度臨時総会」並びに1月例会「新春懇談会」を開催


